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期
滞
在
者
の
ビ
ザ
取
得
免

除
、
個
人
旅
行
を
解
禁
し
た

こ
と
で
、
国
内
で
は
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
回
復
。

県
内
で
も
昨
秋
か
ら
今
年
は

じ
め
に
か
け
て
観
光
地
や
飲

食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
で
も

再
び
そ
の
姿
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

熊
本
市
文
化
市
民
局
が
管

轄
す
る
熊
本
城
総
合
事
務
所

（
同
市
中
央
区
花
畑
町
）の
國

本
樹
子
総
務
管
理
課
運
営
班

主
査
に
よ
る
と
、
今
年
１
月

～
４
月
ま
で
の
熊
本
城
の
総

来
場
者
数（
チ
ケ
ッ
ト
購
入

者
で
算
出
）は
約
４０
万
人
で
、

９
月
１２
日
、
熊
本
市
中
央

区
本
丸
の
熊
本
城
を
訪
れ
る

と
、
天
守
閣
前
広
場
や
大
天

守
最
上
階
な
ど
に
は
団
体
・

個
人
な
ど
多
く
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド（
訪
日
外
国
人
）客
の
姿

が
見
受
け
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
収
束
を
受
け
、
政
府
が

昨
年
１０
月
に
一
日
当
た
り
入

国
者
数
の
上
限
撤
廃
や
、
短

て
い
る
。「
中
国
か
ら
の
団

体
客
が
依
然
少
な
い
の
で
、

台
湾
が
群
を
抜
い
て
い
る
状

態
で
も
あ
る
。
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
回
復
で
数
字
が
大

き
く
変
化
す
る
可
能
性
も
あ

る
」と
今
後
の
動
き
も
見
つ

め
る
。

加
え
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
大
き
な
特
徴
と
し
て「
欧

米
豪
」な
ど
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
点
も
挙
げ

る
。

ト
が
再
開
し
始
め
た
秋
口
か

ら
徐
々
に
国
内
観
光
客
が
増

加
。
如
実
に
数
字
に
表
れ
た

の
は
春
の
お
城
ま
つ
り
や
花

２２
年
１
月
〜
４
月
の
総
来
城

者
数
２１
万
人
か
ら
お
よ
そ

“
倍
増
”。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
と
同
じ「
５
類
」に
移

行
し
た
５
月
～
８
月
は
約
４２

万
人
に
上
っ
て
い
る
。

こ
の
総
来
場
者
数
の
う
ち

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
、
今
年

１
月
～
４
月
が
総
来
場
者
数

の
１
割
に
あ
た
る
約
４
万
人

で
５
月
～
８
月
は
５
万
人
が

来
場
。
１
年
前
の
２２
年
１
月

～
４
月
が
約
２
０
０
人
、
同

年
５
～
８
月
が
約
９
０
０
人

だ
っ
た
の
で
か
な
り
の
回
復

状
況
が
伺
え
る
。「
イ
ベ
ン

宿泊、飲食店に“にぎわい”

▲10分の1スケールの「天守閣軸組模型」を眺めるインバウンド客。アジア圏
以外に欧米豪などからの姿も多く見受けられるようになったという

▲熊本城天守閣前広場で思い思いにポーズを取るインバウンド客。今年1月～ 4月までの熊本城の総来場者数は約40万人で、このうちインバウン
ド客は4万人。国別では台湾が最多で、今年4 ～ 8月はインバウンド客全体の4割近くに届く勢いという

　コロナ禍以前、県内のさまざまな観光地で見受けられていた「インバウンド（訪日外国人）客」。
感染拡大による入国規制から長らくその姿が途絶えていたが、昨年 10 月の一日当たりの入国
者数の上限撤廃や個人旅行解禁で徐々に回復。県内でも観光地や飲食店、宿泊施設を訪れる姿
が再び戻ってきた。中でも多く来熊しているのは、TSMC（台湾積体電路製造）の進出や熊本と
台湾を結ぶ航空会社の定期便就航などが後押しする「台湾人観光客」で、県内各所でその声が上
がった。一方で、受け入れる事業者側は観光客の過度な増加が地元住民の生活や自然環境に悪
影響をおよぼし、土地の魅力を低下させる「オーバーツーリズム」や「人手不足対策」を挙げ、課
題も見られている。観光地や宿泊、飲食、百貨店の免税カウンターの現況や受け入れ状況のほか、
今後寄港するクルーズ船への集客などを取材した。� （編集部・堀悟史）

観光地や
台湾人客最多 アフターコロナで復活する「インバウンド」

今
年
５
～
８
月
は
訪
日
外
国
人
５
万
人
来
場

台
湾
約
４
割
、
欧
米
豪
も
増　

熊
本
城
総
合
事
務
所

見
の
時
期
と
重

な
っ
た
今
年
３

月
か
ら
４
月
」

と
説
明
す
る
。

来
場
数
が
最

も
多
い
国
は

「
台
湾
」で
去
年

は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
来
城
者

全
体
の
３
割
を

占
め
た
。
今
年

４
～
８
月
は
４

割
近
く
ま
で
届

く
勢
い
と
い

い
、
國
本
主
査

は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
効

果
も
肌
で
感
じ

國本 樹子
熊本城総合事務所

総務管理課運営班主査
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アフターコロナで復活する「インバウンド」

か
ら
の
お
客
さ
ま
が
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
全
体
の
７
割
近
く
を

占
め
て
い
た
が
、
現
在
は
６

割
程
度
ま
で
回
復
。
９
月
か

ら
は
ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
航
空

と
中
華
航
空（
チ
ャ
イ
ナ
エ

ア
ラ
イ
ン
）が
熊
本
と
台
北

を
結
ぶ
定
期
便
も
就
航
し
て

い
る
の
で
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進

出
も
含
め
今
後
も
来
場
増
が

期
待
で
き
る
」と
見
つ
め
る
。

同
施
設
で
は
急
増
す
る
台

湾
人
観
光
客
に
向
け
た
お
も

て
な
し
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
取

り
組
み
、
施
設
内
に「
歡
迎
來

到
熊
本（
よ
う
こ
そ
熊
本
へ
）」

と
書
か
れ
た
、
台
湾
で
使
わ

れ
る「
繁
体
字
」の
の
ぼ
り
を

う
ち
４
割
程
度
を
占
め
て
い

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
、
今

年
８
月
時
点
で
３
割
程
度
に

上
り
６
割
近
く
回
復
し
て
い

る
。「昨

年
１０
月
か
ら
は
Ｖ
字

回
復
し
、
１１
月
か
ら
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
１９
年
を
落
と
し

た
月
は
な
い
。
今
年
３
月
か

ら
８
月
の
売
上
は
１９
年
同
期

比
で
３０
％
増
の
勢
い
に
迫
っ

て
い
る
」と
施
設
の
状
況
を

説
明
す
る
。

同
施
設
に
来
場
す
る
団
体

旅
行
者
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

構
成
を
見
る
と「
解
禁
当
初

は
韓
国
や
香
港
か
ら
の
観
光

客
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は

圧
倒
的
に
台
湾
が
多
い
」（
米

納
常
務
）と
、
今
年
８
月
ま

で
の
累
計
者
数
で
は
台
湾
が

断
ト
ツ
の
１
位
、
タ
イ
が
２

位
、
そ
し
て
韓
国
、
香
港
と

続
く
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
台
湾

そ
の
狙

い
が
ピ
タ

リ
と
当
た

り
、
３
月

か
ら
イ
ン

バ
ウ
ン
ド

客
の
利
用

が
徐
々
に

増
え
、
７

～
８
月
は

急
増
。
ひ

と
月
で
２０

団
体
近
く

が
利
用
し

て
い
る
と

い
う
。

ま
た
、

夏
場
は
イ

ン
バ
ウ
ン

設
置
。

ま
た
、
台
湾
か
ら
の
直
行

便
に
合
わ
せ
て
、
熊
本
城
と

城
彩
苑
で
通
常
２
回
実
施
し

て
い
る
熊
本
城
お
も
て
な
し

武
将
隊
の
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
か

ら
は
火
曜
日
も
し
く
は
土
曜

日
に
１
ス
テ
ー
ジ
を
増
や
す

な
ど
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は

ほ
と
ん
ど
姿
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
タ
イ
か
ら
の
観
光
客
も

増
加
傾
向
と
い
う
。「
タ
イ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
熊

本
へ
取
材
に
来
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
拡
散
し
て
い
る
部
分
も

大
き
い
の
で
は
」と
米
納
常

務
は
に
ら
む
。

ら
も
自
由
に
入
場
で
き
、
特

別
見
学
通
路
な
ど
の
有
料
エ

リ
ア
も
な
か
っ
た
の
で
単
純

な
比
較
は
で
き
な
い
。
た
だ

１５
年
並
み
の
来
場
者
数
に
ま

で
回
復
す
る
と
、
相
当
な
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
」と
指
摘

す
る
國
本
主
査
。

観
光
客
が
大
勢
来
場
す
る

れ
ば
」と
引
き
締
め
る
。

こ
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
収

容
台
数
や
ご
み
問
題
、
天
守

閣
内
に
設
置
さ
れ
た「
思
い

や
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」対
象

者
へ
の
対
応
、
有
料
エ
リ
ア

内
に
大
型
荷
物
を
預
け
る
場

所
が
な
い
こ
と
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
発
生
な
ど
を
挙
げ
る
國

本
主
査
。
同
事
務
所
で
は
公

共
交
通
機
関
で
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
ほ
か
、
桜
の

馬
場
城
彩
苑
内
に
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
の
設
置
を
要
請
す
る

な
ど
の
対
応
策
を
展
開
し
て

い
る
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
イ
ベ
ン

ト
が
控
え
る
ほ
か
、
中
国
か

ら
の
団
体
客
の
来
熊
の
回
復

が
期
待
さ
れ
る
な
ど
の
好
要

素
も
多
い
。
同
事
務
所
で
は

さ
ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
集
客
に
向
け
、
可
能
で
あ

れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や

オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
団
体
や

組
合
、
店
舗
な
ど
と
の
連
携

も
模
索
す
る
。

「
国
内
外
の
観
光
客
が
い

か
に
熊
本
城
そ
し
て
中
心
市

街
地
に
来
て
い
た
だ
く
よ
う

な
方
法
を
考
え
た
い
。
熊
本

城
だ
け
で
経
済
が
成
り
立
つ

も
の
で
は
な
い
の
で
、
各
分

野
に
応
じ
て
各
々
が
集
客
・

誘
致
す
る
手
助
け
が
で
き
れ

ば
」と
國
本
主
査
は
熊
本
城

の
今
後
や
あ
る
べ
き
姿
を
語

っ
た
。

を
な
し
た
ほ
か
、
台
風
７
号

の
影
響
で
今
年
８
月
に
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
が
八
代
港
に
一

時
停
泊
し
た
際
に
は
、
個
人

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
五
月

雨
式
に
来
場
。
一
人
ひ
と
り

に
入
場
券
の
購
入
を
促
す
説

明
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

た
め
、
相
当
な
時
間
を
要
し

た
と
振
り
返
る
。

「
事
前
に
入
場
が
把
握
で

き
て
い
る
団
体
客
に
対
し
て

は
あ
ら
か
じ
め
増
員
し
て
対

応
で
き
る
が
、
今
回
の
よ
う

な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
団
体
客

へ
の
対
応
は
難
し
い
。た
だ
、

今
後
同
様
の
ケ
ー
ス
は
起
こ

り
得
る
と
思
う
の
で
、
反
省

点
と
し
て
対
応
を
考
え
な
け

昨
年
度
は
約
１
０
０
万
人

の
観
光
客
が
熊
本
城
へ
訪
れ

回
復
基
調
に
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
そ
し
て
熊
本
地
震
が
発

生
す
る
以
前（
２
０
１
５
年

度
は
約
１
７
８
万
人
）と
比

較
す
る
と
完
全
復
活
へ
は
未

だ
道
半
ば
だ
。

「
当
時
は
ど
の
エ
リ
ア
か

▲「“体験型”の着物レンタルの店舗やビュッフェ形式の
飲食店が好評」と語る米納常務。「コト消費」も人気だ ▲平日にも関わらず国内・海外の観光客が多く行き来する、熊本市中央区二の丸の「桜

の馬場 城彩苑」

▲大天守最上階から城下を撮影するインバウンド客。国内外から多くの観光客が多
く訪れる一方、イレギュラーな団体客への対応が課題とされる

「
家
族
連
れ
の
外
国
人
観
光
客
」の
姿
も

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
団
体
客
へ
の
対
応
課
題

「
城
彩
苑
」コ
ロ
ナ
前
の
６
割
ま
で
訪
日
客
回
復

着
物
レ
ン
タ
ル
や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
人
気　

熊
本
城 

桜
の
馬
場
リ
テ
ー
ル

熊
本
城
の
お
膝
元
の
飲
食

物
販
施
設「
桜
の
馬
場　

城

彩
苑　

桜
の
小
路（
熊
本
市

中
央
区
二
の
丸
）」の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
回
復
状
況
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

同
施
設
を
運
営
す
る
熊
本

城
桜
の
馬
場
リ
テ
ー
ル
㈱

（
同
地
、
丸
本
文
紀
社
長
）の

米よ

の

う納
弘
康
常
務
に
よ
る
と
、

昨
年
１０
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
全
国
旅
行
支
援
」で
国
内
の

観
光
客
が
回
帰
。
合
わ
せ
て

同
時
期
に
入
国
者
数
の
上
限

撤
廃
や
ツ
ア
ー
以
外
の
個
人

手
配
外
国
人
旅
行
客
の
入
国

が
２
年
半
ぶ
り
に
解
禁
、
今

年
４
月
に
は
水
際
対
策
も
終

了
し
た
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
来
場
も
回
復
基
調

に
あ
る
と
い
う
。

そ
の
動
き
は
数
字
に
も
顕

著
に
表
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
１９
年
度
は
団
体
旅
行
者
の

の
が
望
ま
し

い
姿
で
は
あ

る
が
、
過
度

な
増
加
が
、

地
元
住
民
の

生
活
や
自
然

環
境
に
悪
影

響
を
お
よ
ぼ

し
、
土
地
の

魅
力
を
低
下

さ
せ
る「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
も

懸
念
す
る
。

実
際
に
今

年
の
Ｇ
Ｗ
は

約
２
０
０
人

が
天
守
閣
前

に
長
蛇
の
列

ド
客
の
着
物
姿
を
目
に
し

た
国
内
観
光
客
が
手
軽
に

着
ら
れ
る
浴
衣
を
レ
ン
タ

ル
し
、
中
心
市
街
地
を
散

策
す
る
な
ど
の
相
乗
効
果

も
表
れ
て
い
る
。

「
城
彩
苑
店
は
台
湾
や

香
港
、
タ
イ
か
ら
の
個
人

客
も
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
比
べ
て
家
族
連
れ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
目
立

つ
」と
藏
原
社
長
は
利
用

誘
致
す
る
中
で
、
従
来
の
飲

食
物
販
店
の
ほ
か
に「
コ
ト

消
費
」に
も
着
目
し
、
新
た

な
試
み
と
し
て
今
年
１
月
に

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園

で
着
物
の
レ
ン
タ
ル
店
を
運

営
す
る
㈲
美
都（
同
区
出
水

８
丁
目
、
藏
原
啓
介
社
長
）

の「
和
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
美
都
」を
出
店
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
人
気

の
店
舗
に
つ
い
て
米
納
常
務

は「“
体
験
型
”の
着
物
レ
ン

タ
ル
の
店
舗
や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

形
式
の
飲
食
店
が
好
評
」と

説
明
す
る
。

同
施
設
で
は
コ
ロ
ナ
期
間

中
に
飲
食
・
土
産
店
の「
桜

の
小
路（
こ
う
じ
）」内
の
３

店
舗
が
閉
店
。
後
継
店
舗
を

米納 弘康
熊本城桜の馬場リテール㈱

取締役常務執行役員
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近
く
が
台
湾
か
ら
の
団
体
客

と
い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
２
０
１
９

年
度
は
毎
月
約
２
千
～
６
千

人
、
年
間
４
万
９
３
８
４
人

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
乗
車

し
て
い
た
が
、
感
染
が
拡
大

し
た
２０
～
２１
年
度
は
入
国
規

制
で
利
用
が
激
減
。
そ
の
後
、

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
昨
年
１０

月
に
１３
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
利
用
を
再
開
し
て
い
る
。

こ
れ
を
皮
切
り
に
１１
月
２

８
１
人
、
１２
月
８
７
２
人
と

徐
々
に
回
復
し
、
今
年
１
月

に
は
１
０
９
５
人
と
４
桁
代

ま
で
戻
っ
て
き
た
。
今
年
度

は
４
月
１
９
５
３
人
、
５
月

２
７
１
２
人
、
６
月
３
６
６

２
人
、
７
月
３
９
４
４
人
、

８
月
３
６
９
１
人
と
上
昇
傾

向
で
４
千
人
台
ま
で
回
復
。

「
１９
年
８
月
が
４
２
０
０
人

な
の
で
、
今
年
８
月
で
は
９

割
近
く
回
復
し
て
い
る
。
年

間
ベ
ー
ス
で
は
１９
年
と
ほ
ぼ

同
じ
５
万
人
近
い
利
用
者
に

な
る
の
で
は
」と
同
社
の
德
丸

和
行
取
締
役
自
動
車
事
業
本

部
長
兼
乗
合
事
業
部
長
・
観

光
事
業
部
長
は
推
察
す
る
。

始
。
と
こ
ろ
が
ひ
ょ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
現
在
多
く
の
台
湾
人

観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
」と
説
明
す
る
の
は

同
社
鉄
道
事
業
部
の
中
野
育

生
部
長
。

同
社
が
台
湾
の
旅
行
会
社

に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
を
Ｐ
Ｒ

し
た
と
こ
ろ
、
上
熊
本
駅
～

北
熊
本
駅
間
を
乗
車
し
、
下

車
後
に
く
ま
で
ん
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

で
グ
ッ
ズ
を
購
入
す
る
行
程

が
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
採
用
。

「
く
ま
モ
ン
の
電
車
に
乗
れ

る
」、「
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が

購
入
で
き
る
」と
旅
行
客
の

間
で
評
判
を
呼
び
、
乗
車
す

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
９
割

は
」と
も
中
野
部
長
は
課
題

を
語
る
。

同
社
で
は
今
後
、
藤
崎
宮

駅
～
御
代
志
駅
間
を
運
行
す

る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
の「
４

号
車
」も
計
画
。
台
湾
の
旅

行
会
社
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
台
湾
人
観
光
客
に
人

気
の「
ピ
ン
ク
カ
ラ
ー
」を
施

す
予
定
だ
。

「
１０
月
１１
～
１２
日
に
施
工

し
、
御
代
志
駅
の
開
業
１
周

年
や
鉄
道
の
日
に
合
わ
せ
て

運
行
で
き
れ
ば
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
呼
び
水
と
し
て
は
く

ま
モ
ン
は
あ
り
が
た
い
存

る
み
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
小
銭

入
れ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

で
、
平
均
単
価
は
１
人
あ
た

り
１
５
０
０
円
程
度
。
購
入

す
る
際
に
は
日
本
製
か
ど
う

か「
生
産
国
」を
確
か
め
る
観

光
客
が
多
い
と
い
う
。「
く

ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
人
気
過
ぎ

て
、
も
は
や『
く
ま
モ
ン
シ

ョ
ッ
プ
』の
よ
う
だ
」と
徳
丸

取
締
役
は
笑
う
。

「
店
自
体
が
あ
ま
り
広
く

な
い
の
で
、
複
数
団
体
が
同

じ
車
両
に
乗
る
と
店
内
が
雑

然
と
し
、
入
店
を
諦
め
る
観

４
号
車
も
運
行
予
定

２
０
１
６
年
１
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た「
く
ま
で
ん
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
」は
同
社
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
や
く
ま
モ
ン
と
の

コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売

す
る
直
営
店
。
店
内
に
は
繁

体
字
で
の
商
品
説
明
も
掲
示

さ
れ
、
台
湾
人
観
光
客
へ
の

「
分
か
り
や
す
さ
」に
も
注
力

し
て
い
る
。

中
野
部
長
に
よ
る
と
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
人
気
の
グ

ッ
ズ
は
く
ま
モ
ン
の
ぬ
い
ぐ

茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
人

気
の「
お
茶
の
泉
園
」な
ど
へ

の
来
店
が
多
い
と
い
う
。

「
若
年
層
」の
来
場
増

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
ほ
か

「
若
年
層
」が
同
施
設
に
多
く

来
場
し
て
い
る
の
も
コ
ロ
ナ

明
け
か
ら
の
特
徴
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
同
施
設

へ
の
団
体
旅
行
者
は
九
州
地

方
、
関
西
地
方
、
関
東
地
方

の
順
だ
っ
た
が
、
現
在
は
九

州
地
方
、
関
東
地
方
、
中
部

地
方
で
関
西
地
方
は
４
番
手

に
続
い
て
い
る
。

「
長
ら
く
旅
行
に
行
け
な

か
っ
た
方
々
が
遠
出
さ
れ
て

い
る
の
で
、
関
西
圏
の
方
々

は
中
距
離
程
度
の
九
州
で
は

な
く
、
さ
ら
に
遠
方
の
他
地

区
に
出
向
か
れ
て
い
る
の
で

は
」と
米
納
常
務
は
要
因
を

推
察
す
る
。

そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る

中
で
行
動
力
が
あ
る
若
年
層

が
九
州
内
に
数
多
く
出
向

き
、
城
彩
苑
内
で
も
ス
イ
ー

ツ
な
ど
の
食
べ
歩
き
の
品
を

購
買
す
る
傾
向
が
よ
く
見
ら

れ
る
と
い
う
。
平
均
年
齢
は

コ
ロ
ナ
以
前
か
ら「
２０
歳
」以

上
下
が
っ
て
い
る
と
肌
感
覚

を
語
る
。

若
年
層
な
ど
の
新
た
な
客

層
に
加
え
て
今
後
は
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
も
寄
港
し
、
中
国

か
ら
の
団
体
観
光
客
増
も
見

込
ま
れ
る
が
、
米
納
常
務
は

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の

懸
念
も
示
す
。

「
人
手
不
足
の
課
題
を
全

店
舗
持
っ
て
い
る
の
で
、
対

応
が
急
務
」と
厳
し
い
顔
を

見
せ
、「
桜
の
馬
場　

城
彩
苑

は
熊
本
観
光
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
の
復
活
を
目
指
し

て
い
く
」と
今
後
の
展
望
を

語
っ
て
い
る
。

一
方
、
台
湾
人
観
光
客
に

人
気
で
盛
況
を
見
せ
て
い
る

の
が
、熊
本
電
気
鉄
道
㈱（
熊

本
市
中
央
区
黒
髪
３
丁
目
、

中
島
敬
髙
社
長
）が
運
行
す

る
く
ま
モ
ン
の「
ラ
ッ
ピ
ン

グ
電
車
」や
、
北
熊
本
駅（
同

市
北
区
室
園
町
）に
併
設
す

る
店
舗「
く
ま
で
ん
Ｓ
Ｈ
Ｏ

者
の
傾
向
を
説
明
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
進
出
の
動
き
も
一
部
見
ら

れ
、
下
見
や
住
居
な
ど
を
探

し
に
来
熊
し
、
観
光
も
兼
ね

城
彩
苑
を
訪
れ
た
家
族
連
れ

の
姿
も
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
好
み
の
料
理

を
自
由
に
取
捨
選
択
で
き
る

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ぎ
ん
な
ん
」や
台
湾
人
観
光

客
に
人
気
の「
く
ま
モ
ン
」グ

ッ
ズ
や
和
雑
貨
を
そ
ろ
え
る

「
小
間
物
や　

み
や
び
」、
抹

▲今年1月に施設内の桜の小路に出店した着物・浴衣レンタルショップ「和Collection
美都」では7 ～ 8月は外国人観光客の団体客が急増。「赤などの着物が良く好まれてい
る」と語る藏原啓介㈲呉服の美都社長

▲商品には台湾語（繁体字）での説明も記載し、「分かりやすさ」にも
注力

▲北熊本駅に併設する「くまでんSHOP」には下車した多くのインバウン
ド客がくまモングッズを買い求める。ぬいぐるみやストラップ、小銭入
れが人気という

▲左から中野育生熊本電気鉄道㈱鉄道事業部長、德
丸和行同社取締役自動車事業本部長兼乗合事業部長・
観光事業部長

「
く
ま
モ
ン
電
車
」「
く
ま
で
ん
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」盛
況

月
４
千
人
台
に
回
復
、９
割
が
台
湾
か
ら　

熊
本
電
気
鉄
道

Ｐ
」だ
。

同
社
は
２
０
１
４
年
３
月

に
元
都
営
の
６
０
０
０
形
車

両
に
く
ま
モ
ン
が
描
か
れ
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
１
号
車
を

運
行
。
そ
の
後
１６
年
６
月
、

１７
年
１０
月
に
は
東
京
メ
ト

ロ
・
銀
座
線
で
運
用
さ
れ
て

い
た
車
両
０１
形
の
２
編
成
に

も
同
様
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施

し
、
２
号
車
・
３
号
車
の
運

行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
も
と
も
と
車
体
の
見
分

け
が
つ
か
な
い
た
め
目
印
と

し
て
、
ま
た
熊
本
地
震
後
に

沿
線
の
皆
さ
ま
に
笑
顔
を
取

り
戻
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

思
い
か
ら
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
開

光
客
も
い

て
取
り
こ

ぼ
し
も
あ

る
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

も
あ
る
が

バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
せ
ず

コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
来

て
い
た
だ

け
る
と
さ

ら
に
利
便

性
の
良
さ

が
向
上
す

る
の
で

▲「ビュッフェレストランぎんなん」で食事を楽しむ、社員旅行で訪れた韓国からの
旅行客。撮影に気さくに応じてくれた
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設
や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使

用
し
た
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）対

応
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す

る
な
ど
、
装
い
も
新
た
に
７

月
２１
日
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

県
か
ら
同
施
設
の
指
定

管
理
者
と
し
て
委
託
さ
れ
た

月
に
は
３
０
０
万
人
を
突
破

し
た
。

今
年
４
月
に
は
１０
周
年
と

「
く
ま
モ
ン
ラ
ン
ド
化
構
想
」

の
中
核
施
設
と
し
て
魅
力
向

上
を
図
る
た
め
、一
時
休
館
。

く
ま
モ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
楽

し
め
る
円
形
ス
テ
ー
ジ
の
新

帯
目
が
け
て
来
館
さ
れ
て
い

る
」と
語
る
米
倉
社
長
。

三
連
休
初
日
の
９
月
１６
日

に
同
施
設
に
足
を
運
ぶ
と
、

１
０
０
人
近
い
来
館
者
で
に

ぎ
わ
い
、
中
に
は
一
緒
に
踊
り

を
楽
し
み
、
笑
顔
で
カ
メ
ラ

を
構
え
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
く
ま
モ
ン
へ
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
台
湾
か
ら
来
熊

し
た
男
の
子
が「
く
ま
モ
ン
の

名
前
の
由
来
は
」と
尋
ね
る
一

幕
も
あ
っ
た
。

同
施
設
で
は
７
月
か
ら
中

ぬ
い
ぐ
る
み
や

フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
も
売
上
が
好

調
。
と
も
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
か

ら
１
カ
月
半
で

１
千
個
以
上
も

売
り
上
げ
て
い

る
。
一
方
、
国

内
観
光
客
に
は

「
ア
ク
リ
ル
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
」

が
人
気
と
い

う
。「

さ
ら
に
満

足
度
を
高
め
る

「
カ
リ
ー
ノ
＆
コ
ロ
ム
ビ
ア

く
ま
も
と
応
援
共
同
体
」の

米
倉
佳
江
㈱
カ
リ
ー
ノ
ク
リ

エ
イ
ト（
同
市
中
央
区
安
政

町
）社
長
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
来
館
状
況
を
聞
く
と
、「
昨

年
１２
月
頃
か
ら
来
館
す
る
姿

が
徐
々
に
見
え
始
め
た
。
今

年
３
月
か
ら
は
春
休
み
や
誕

生
祭
も
相
ま
っ
て
国
内
観
光

客
が
増
加
し
た
が
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
後
は
一
気
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
多
く
な
っ
た
印

象
」と
肌
感
覚
を
語
る
。

コ
ロ
ナ
以
前
は
中
国
や
香

港
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が

多
く
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も

来
館
す
る
層
は
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
と
説
明
す
る
米
倉
社

長
。
く
ま
モ
ン
の
バ
イ
ク
や

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
の
写
真

撮
影
、
Ａ
Ｒ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
む
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
に
目
を
輝
か
せ
て
購

入
す
る
様
子
が
随
所
で
見
受

け
ら
れ
る
と
い
う
。

施
設
内
で
販
売
す
る
く
ま

モ
ン
グ
ッ
ズ
は
約
３
０
０
種

類
。
中
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
に
人
気
の
商
品
は「
缶
マ

グ
ネ
ッ
ト
」で
、
そ
の
ほ
か

在
。
県
に
も

協
力
い
た
だ

き
、
本
物
の

く
ま
モ
ン
を

呼
べ
た
ら
。

ま
た
台
湾
に

も
Ｐ
Ｒ
し
、

さ
ら
に
多
く

の
お
客
さ
ま

を
呼
び
込
み

た
い
」
と
德

丸
取
締
役
は

今
後
の
展
望

を
語
っ
て
い

る
。

３
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
。「
聖

地
」と
し
て
国
内
の
み
な
ら

ず
、
中
国
や
台
湾
、
香
港
、

タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
や

海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
多
く
来
館
し
、
２０
年
８

ミ
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
外
国

語
別
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
人
気

観
光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
策

定
。イ

ン
バ
ウ
ン
ド
人
気
観
光

地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
①
熊

本
城
②
水
前
寺
成
趣
園
③
阿

蘇
火
山
博
物
館
④
桜
の
馬
場 

城
彩
苑
⑤
上
色
見
熊
野
座
神

社
⑥
草
千
里
ヶ
浜
⑦
く
ま
モ

ン
ス
ク
エ
ア
⑧
阿
蘇
カ
ド
リ

ー
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
⑨
白
川
水

源
⑩
サ
ク
ラ
マ
チ
ク
マ
モ
ト

の
順
と
な
っ
た
。

T
O
P
10
に
は
歴
史
博
物

館
や
観
光
名
所
な
ど
、
熊
本

の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
が
多
数
ラ
ン
ク
イ
ン
。ま
た
、

熊
本
市
内
と
阿
蘇
山
の
周
辺

に
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

国
内
最
大
級
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
総
合
メ
デ
ィ
ア「
訪
日

ラ
ボ
」や 

口
コ
ミ
サ
イ
ト
一

括
管
理
ツ
ー
ル「
口
コ
ミ
コ

ム
」を
運
営
す
る
㈱
m
o
v

（
本
社
：
東
京
都
渋
谷
区
、

渡
邊
誠
社
長
）は
9
月
8
日
、

観
光
名
所
に
寄
せ
ら
れ
た
最

新
の
口
コ
ミ
デ
ー
タ
か
ら
、

独
自
に
調
査
し
た「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
人
気
観
光
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」を
発
表
。
県
内
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
最
も
人
気
が

あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は「
熊

本
城
」だ
っ
た
。

同
調
査
は
今
年
7
月
2
日

～
8
月
30
日
に
G
o
o
g 

l
e
マ
ッ
プ
か
ら
公
開
さ
れ

て
い
る
口
コ
ミ
を
、
同
社
サ

ー
ビ
ス
口
コ
ミ
コ
ム（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
オ
プ
シ
ョ
ン
）を
利
用

し
デ
ー
タ
を
独
自
に
分
析
。

外
国
語
で
寄
せ
ら
れ
た
口
コ

ミ
を
も
と
に「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

人
気
観
光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」、

「
外
国
語
口
コ
ミ
数
・
口
コ

movがGoogleマップの口コミデータから独自に調査（今年7月2日〜 8月30日）

▲熊本市中央区手取本町の「くまもんスクエア」はリニューアル以降、台湾や香港からのインバウンド客が増
加傾向。グッズでは缶マグネットやくまモンのぬいぐるみ、フェイスタオルなどが売れ行き好調という

▲今年7月21日、オープン10周年と「くまモンランド化構想」の中核施設
として魅力向上を図るため、リニューアルした「くまモンスクエア」（写真
出典・日本コロムビア）

訪
日
客
に
人
気
の
観
光
地
1
位
は「
熊
本
城
」

熊
本
市
内
と
阿
蘇
山
周
辺
に
集
中

「インバウンド人気観光地ランキング」

▲グッズ購入後、観光バスで次の目的地へと向かうインバウンド客。
今回のツアー客はこの後、熊本港からフェリーに乗船し、長崎へ向
かった

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
国
内

外
の
観
光
客
に
人
気
の「
く

ま
モ
ン
ス
ク
エ
ア（
熊
本
市

中
央
区
手
取
本
町
）」も
７
月

の
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以

降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
来

館
が
再
び
増
加
。
台
湾
や
香

港
な
ど
か
ら
来
熊
し
た
家
族

連
れ
な
ど
が
多
く
訪
れ
、
に

ぎ
わ
い
が
増
し
て
い
る
。

同
施
設
は
く
ま
モ
ン
の
活

動
拠
点
と
し
て
県
が
２
０
１

７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
訪
日
客
再
増
加

缶
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
ぬ
い
ぐ
る
み
が
売
上
好
調　

く
ま
モ
ン
ス
ク
エ
ア

た
め
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充

実
。
需
要
が
高
い
缶
マ
グ
ネ

ッ
ト
は
今
月
末
新
た
に
１０
種

類
が
入
荷
予
定
」と
商
品
拡

充
も
行
っ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
増
員
し
対
応
強
化

グ
ッ
ズ
の
ほ
か
、
観
光
客

の
お
目
当
て
は
や
は
り「
動

く
く
ま
モ
ン
」だ
。
同
施
設

で
は
平
日
に
１
回
、
土
曜
日

に
３
回
、
日
曜
祝
日
に
２
回

の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。「
リ

ア
ル
な
く
ま
モ
ン
に
会
え
る

当
施
設
の
ス
テ
ー
ジ
の
時
間

スポット 外国語
口コミ数

外国語
クチコミ評価

1 熊本城 153 4.7

2 水前寺成趣園 46 4.7

3 阿蘇火山博物館 33 4.2

4 桜の馬場 城彩苑 30 4.2

5 上色見熊野座神社 25 4.7

6 草千里ヶ浜 17 4.8

7 くまモンスクエア 14 4.1

8 阿蘇カドリー・ドミニオン 14 4.1

9 白川水源 12 4.4

10 サクラマチ クマモト 11 4.8
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アフターコロナで復活する「インバウンド」

提
供
し
て
い
る
の
で
、
満
足

度
が
高
け
れ
ば
そ
れ
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
」と
力
を
込

め
る
。

「
旅
行
と
い
う
大
事
な
イ

ベ
ン
ト
な
の
で『
良
い
も
の
』

を
食
べ
た
い
と
考
え
る
方
も

多
い
。
良
い
食
材
を
使
っ
て

な
し
」を
林
社
長
は
展
開
し

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

「
熊
本
と
の
旅
行
中
に
心

の
底
か
ら
楽
し
み
、
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
料
理
と
接
客
を

と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
い

る
。一
元
さ
ま
で
は
あ
る
が
、

一
生
に
一
度
な
の
で
普
段
の

お
客
さ
ま
以
上
に
気
を
配
り

お
も
て
な
し
を
高
め
て
い
き

た
い
」と
接
客
サ
ー
ビ
ス
へ

の
思
い
を
語
っ
た
。

０
０
年
企
業
を
目
指
す
た

め
、
４
店
舗
を
同
じ
基
準
で

教
育
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
こ
と
が
最
優
先

に「
強
固
な
組
織
づ
く
り
」に

傾
注
。
ま
た
、
継
続
し
て
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
も

積
極
的
に
行
い
、
同
社
が
基

本
理
念
に
掲
げ
る「
味
」・「
清

潔
」・「
真
心
サ
ー
ビ
ス
」
を

基
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
変

わ
ら
な
い「
食
へ
の
お
も
て

人
材
が
獲
得
で
き
る
」と
ス

タ
ッ
フ
教
育
の
重
要
性
を
説

く
林
社
長
。
昨
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
同
社
の
東
バ
イ

パ
ス
保
田
窪
店
は
、
大
手
飲

食
チ
ェ
ー
ン
の
店
長
経
験
者

た
ち
を
獲
得
し
た
こ
と
が
出

店
の
大
き
な
き
っ
か
け
だ
っ

た
と
い
う
。

「
食
の
お
も
て
な
し
」
提
供

同
社
で
は
地
域
密
着
の
１

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
多
く
の

外
国
人
観
光
客
が
来
店
す
る

飲
食
店
の
一
つ
が「
と
ん
か

つ
勝
烈
亭
」を
経
営
す
る
林

産
業
㈱（
熊
本
市
東
区
保
田

窪
４
丁
目
、林
憲
太
郎
社
長
）

の
新
市
街
本
店（
中
央
区
新

市
街
）だ
。

同
店
は
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ

ト「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」の「
熊
本
市
の
グ
ル
メ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
」の
カ
テ
ゴ
リ

で
１
位
を
長
年
獲
得
し
、
そ

の
口
コ
ミ
数
は
４
４
０
件

（
９
月
１４
日
現
在
）に
も
上
っ

て
い
る
。

「
と
ん
か
つ
料
理
が
日
本

食
の
中
で
も
認
知
度
が
高
ま

り
、
代
表
的
な
料
理
に
な
っ

た
こ
と
。
ま
た
当
店
が
脱
定

食
屋
を
図
り
、
満
足
度
の
高

職
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
５０

人
ほ
ど
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
一

時
は
半
分
以
下
に
。
雇
用
調

整
助
成
金
を
活
用
し
な
が
ら

正
社
員
や
古
く
か
ら
の
パ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を
維
持
し
営
業

を
続
け
て
き
た
中
、
昨
年
１０

月
の
全
国
旅
行
支
援
開
始
か

ら
徐
々
に
来
店
客
が
回
復
。

る
林
社
長
。

国
別
で
は
依
然
と
変
わ
ら

ず
台
湾
、
韓
国
、
中
国
か
ら

旅
行
客
が
多
い
一
方
で
、
東

南
ア
ジ
ア
や
欧
米
か
ら
の
旅

行
客
も
以
前
に
比
べ
、
見
受

け
ら
れ
る
頻
度
が
高
く
な
っ

た
そ
う
だ
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
変
わ
ら
ず
、
同
店
が

プ
ッ
シ
ュ
す
る
３
千
円
超
え

の
六
白
黒
豚
や
厚
揚
げ
と
ん

か
つ
だ
。

い
店
舗
づ
く
り
や
お
も
て
な

し
を
目
指
し
た
こ
と
が
来
店

増
の
要
因
な
の
で
は
」と
説

明
す
る
林
社
長
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
、
同
店
を
利
用
す
る
外

国
人
観
光
客
は
全
体
の
４
割

に
上
り
、
最
多
の
台
湾
の
ほ

か
、
韓
国
や
中
国
な
ど
ア
ジ

ア
圏
か
ら
が
目
立
っ
て
い
た

と
い
う
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
ラ
グ
ビ

ー
の
国
際
大
会
な
ど
も
あ

り
、
２
０
１
７
～
１９
年
に
か

け
て
国
内
外
の
来
店
客
数
は

右
肩
上
が
り
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
が
流
行
り
だ
し
た

２０
年
の
年
明
け
か
ら
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
入
国
禁
止
や
外

食
控
え
な
ど
で
激
減
。
売
上

は
コ
ロ
ナ
前
の
４
分
の
１
に

ま
で
下
が
っ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
だ
け
新
市
街
本
店

は
海
外
の
お
客
さ
ま
で
成
り

立
っ
て
い
た
の
だ
と
痛
感
し

た
」と
林
社
長
は
振
り
返
る
。

時
短
や
シ
フ
ト
減
で
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
が
退

国
語
が
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
を

３
人
採
用
し
、
回
復
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
対
応
を
強

化
。
ま
た
県
と
協
力
し
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
の
情
報
発
信
や
海
外
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
、
さ

ら
な
る
誘
客
も
図
っ
て
い
く
。

「
こ
の
場
所
に
訪
れ
る
価

値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
観
光
地
の
お
尋

ね
な
ど
に
も
臨
機
応
変
に
対

応
。
国
内
外
の
観
光
客
の
皆

さ
ま
の
満
足
度
向
上
に
つ
な

げ
た
い
」と
米
倉
社
長
は
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

▶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
コ
ロ
ナ
禍
前

と
変
わ
ら
ず
、
同
店
が
プ
ッ
シ
ュ
す

る
３
千
円
超
え
の
六
白
黒
豚
や
厚
揚

げ
と
ん
か
つ
が
人
気
と
い
う
。
写
真
は

「
厚
揚
げ
ロ
ー
ス
か
つ
膳
」

▲熊本市中央区新市街の「とんかつ勝烈亭 新市街本店」

▲国内・国外の観光客で購買傾向にも違いが。国内客にはアクリル
キーホルダーが人気という

林 憲太郎
林産業㈱社長

８
月
は
過
去
最
高
の
売
上
達
成

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
個
人
客
は
地
震
前
か
ら“
倍
増
”」

阿
蘇
山
上
や
阿
蘇
神
社
、
遊
覧
ヘ
リ
が
人
気　

阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「
新
市
街
本
店
」コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
に
回
復

台
湾
人
最
多 

厚
揚
げ
と
ん
か
つ
が
依
然
人
気　
「
勝
烈
亭
」運
営
の
林
産
業

そ
の
後
１１
～
１２
月

に
は
一
気
に
激
増

し
、
合
わ
せ
て
外

国
人
観
光
客
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

外
国
人
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う「
か

つ
て
」の
光
景
が

戻
っ
て
き
た
同

店
。「
現
在
は
全

体
の
う
ち
、
３
割

後
半
か
ら
４
割
が

外
国
か
ら
の
お
客

さ
ま
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
と
ほ
ぼ
同
じ

水
準
に
戻
っ
て
き

た
」と
状
況
を
語

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
同

店
の
来
客
数
は
伸
び
続
け
、

８
月
は
約
1
万
6
千
人
が
来

客
し
、
売
上
も
最
高
記
録
を

達
成
。「
コ
ロ
ナ
禍
前
の
お

客
さ
ま
が
一
番
多
か
っ
た
頃

に
戻
っ
た
感
覚
。
食
材
高
騰

な
ど
で
二
度
値
上
げ
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
コ
ロ
ナ
以
前
を
超
え
る
売

上
を
記
録
し
、
Ｖ
字
回
復
を

図
れ
た
こ
と
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
」と
笑
顔
で
語
る
。

一
方
で
、
新
市
街
本
店
で

は
急
激
な
来
店
客
の
回
復
で

人
が
足
り
ず
、
ク
レ
ー
ム
が

増
え
た
こ
と
を
課
題
に
挙
げ

る
林
社
長
。
同
店
で
は
昨
秋

か
ら
時
給
を
３
回
ア
ッ
プ
す

る
な
ど
待
遇
面
を
改
善
し
た

こ
と
で
応
募
が
増
え
、
あ
る

程
度
の
人
員
を
確
保
。
た
だ

ス
タ
ッ
フ
教
育
が
依
然
追
い

つ
い
て
い
な
い
面
も
見
ら

れ
、
今
後
も
随
時
採
用
を
続

け
た
い
と
し
て
い
る
。

「
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ

ッ
フ
に
提
供
し
て
も
ら
う
に

は
、
時
給
を
含
め
た
待
遇
面

の
整
備
が
重
要
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
良
い
人
材
は
他
所
に

流
れ
て
し
ま
い
、
逆
に
待
遇

面
を
整
備
す
る
こ
と
で
良
い

一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

に
人
気
の
観
光
地「
阿
蘇
」の

宿
泊
・
観
光
の
回
復
状
況
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

阿
蘇
広
域
観
光
連
盟
代
表

や
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同

組
合
理
事
長
を
務
め
る
、
阿

蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
稲
吉
淳

一
㈲
望
蘇
閣
社
長
は「
今
年

１
月
か
ら
徐
々
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
に
姿
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
４
月
以
降

急
増
。
２３
年
度
は
毎
月
４
～

５
千
人
の
個
人
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
、
７
～
８
千
人
の
団
体

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
阿
蘇
市

内
に
宿
泊
さ
れ
て
い
る
」と

状
況
を
説
明
す
る
。

阿
蘇
市
観
光
協
会（
菊
池

秀
一
会
長
）の
統
計
に
よ
る

と
、
今
年
７
月
の
同
市
内
の

宿
泊
数
は
国
内
個
人
客
が
２

万
１
９
８
２
人
、
国
内
団
体

客
が
６
１
３
９
人
、
海
外
個

人
客
が
４
３
９
７
人
、
海
外

団
体
客
が
７
１
４
３
人
で
合

計
３
万
９
６
６
１
人
。

熊
本
地
震
以
前
の
２
０
１

５
年
７
月
を
見
る
と
、
国
内

個
人
客
が
２
万
４
８
２
５

人
、
国
内
団
体
客
が
６
２
６

６
人
、
海
外
個
人
客
が
２
１

３
３
人
、
海
外
団
体
客
が
９

２
２
５
人
の
合
計
４
万
２
４

４
９
人
で
地
震
前
か
ら
９
割

近
く
が
回
復
、
さ
ら
に
海
外

個
人
客
は
倍
増
し
て
い
る
。

阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
は

今
年
８
月
の
宿
泊
者
数
約
５

稲吉 淳一
阿蘇プラザホテル（㈲望蘇閣）

社長
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き
に
出
ら
れ
な
い
学
生
や
若

者
が
利
用
し
、
人
手
不
足
解

消
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

「
以
前
は
専
用
の
翻
訳
機

を
使
い
、
英
語
や
中
国
語
が

話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し

て
い
た
が
、
現
在
は
ス
マ
ホ

が
普
及
し
、
グ
ー
グ
ル
の
翻

訳
ア
プ
リ
が
活
躍
。
昔
に
比

べ
て
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ

た
こ
と
も
大
き
い
。
文
明
の

利
器
を
使
い
な
が
ら
も
、
分

か
り
や
す
い
言
葉
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
皆

で
共
有
し
て
い
る
」と
語
っ

て
い
る
。

先
見
据
え
新
た
な
「
層
」
集
客

「
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
い
つ
回
復
す
る
の
か

と
心
待
ち
に
し
て
い
た
の

で
、
今
の
状
況
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
」と
稲
吉
社
長
は

笑
顔
を
見
せ
る
が
、
再
び
観

光
業
の
落
ち
込
む
こ
と
も
想

定
し
、
ア
ジ
ア
な
ど
特
定
の

国
々
に
限
ら
ず
世
界
各
国
の

さ
ま
ざ
ま
客
層
が
阿
蘇
を
訪

問
し
て
も
ら
う
集
客
方
法
を

模
索
す
る
。

「
観
光
庁
の
統
計
で
も
５

だ
」と
複
雑
な
表
情
を
見
せ

る
。同

ホ
テ
ル
で
は
人
手
不
足

対
策
と
し
て
、
今
年
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
で
接
客
対
応
を
す

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
高
度
人

材
を
２
人
採
用
。
さ
ら
に
来

年
に
向
け
て
も
４
人
を
採
用

予
定
だ
。
ま
た
、
働
き
た
い

時
間
と
働
い
て
ほ
し
い
時
間

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ス
キ
マ
バ

イ
ト
サ
ー
ビ
ス「
タ
イ
ミ
ー
」

も
活
用
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
希

望
だ
が
熊
本
市
内
ま
で
は
働

ざ
ま
な
層
か
ら
阿
蘇
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
努
力
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
」と
今
後
を

語
っ
た
。

の
先
ど
こ
か
で
も
つ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
た
と
え
そ
の

国
か
ら
一
時
観
光
客
が
訪
れ

な
く
と
も
、
世
界
各
国
さ
ま

年
ご
と
に
観
光
が
沈
む
タ
イ

ミ
ン
グ
が
あ
る
。
中
国
と
は

処
理
水
の
問
題
が
叫
ば
れ
、

現
在
良
好
な
日
韓
関
係
が
こ

ド
ミ
ニ
オ
ン
、
阿
蘇
神
社
、

そ
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

遊
覧
飛
行
を
挙
げ
る
。「
阿

蘇
カ
ド
リ
ー
・
ド
ミ
ニ
オ
ン

と
火
口
と
草
千
里
の
間
に
発

Ｊ
Ｒ
九
州
が
発
売
す
る
乗
り

放
題
き
っ
ぷ「
J
R
九
州
レ

ー
ル
パ
ス
」を
使
っ
て
熊
本

市
内
や
福
岡
市
内
な
ど
か
ら

日
帰
り
で
訪
れ
て
い
る
動
き

も
見
ら
れ
て
い
る
。「
い
か

に
阿
蘇
へ
の
宿
泊
に
つ
な
げ

ら
れ
る
か
が
私
た
ち
宿
泊
事

業
者
の
課
題
で
も
あ
る
」（
稲

吉
社
長
）と
語
る
。

さ
ら
に
全
国
的
に
課
題
と

さ
れ
る「
人
手
不
足
」
も
憂

慮
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
回

復
し
た
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
働
き
手
の
確
保

に
阿
蘇
市
内
の
ホ
テ
ル
や
飲

食
業
は
直
面
し
て
い
る
。

稲
吉
社
長
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

存
在
も
挙
げ
、「
清
掃
や
食
堂

の
調
理
な
ど
私
た
ち
の
業
界

と
も
関
わ
り
が
あ
る
求
人
も

開
始
す
る
の
で
、
恐
怖
は
こ

れ
か
ら
。
特
に
阿
蘇
市
か
ら

は
３０
分
程
度
と
近
距
離
な
の

で
、
高
い
時
給
に
魅
力
を
感

じ
転
職
す
る
方
が
現
れ
そ
う

着
場
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
長
蛇
の
列
を
な
し
盛

況
。
自
国
で
は
体
験
で
き
な

い
か
ら
こ
そ
大
挙
す
る
の
で

は
」と
推
し
量
る
。

０
０
０
人
の
う
ち
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
は
約
７
０
０
人

で
、内
訳
は
台
湾
１
９
７
人
、

香
港
３
０
０
人
、
韓
国
７
人

だ
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
以
前
は
冬
場
の

１
～
２
月
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
、
Ｇ
Ｗ
や
お
盆
な
ど
の
夏

場
が
国
内
観
光
客
の
宿
泊
が

多
い
が
、
今
年
は
夏
で
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
宿
泊
が
目

立
っ
た
」と
今
年
の
特
徴
を

口
に
す
る
。

ま
た
、
稲
吉
社
長
に
よ
る

と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
人
気

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
草
千

里
や
火
口
な
ど
の
阿
蘇
山
上

の
ほ
か
、
阿
蘇
カ
ド
リ
ー
・

▲昨年4月に中央区上通町の商業施設「New-S」にオープンしたアウト
ドア専門店「アルペンアウトドアーズNew-S店」で扱うアウトドアブラ
ンド品も人気だ

▲阿蘇市永草の「草千里ヶ浜」にも国内外の観光客が自然を楽しむ様子が見受け
られた

▲南阿蘇村久石の「道の駅　あそ望の郷くぎの」で、阿蘇五岳をバックに写真撮
影するインバウンド客

▲阿蘇市内牧の阿蘇プラザホテル

長
期
滞
在
す
る
欧
米
豪
の
観
光
客
増

8
月
は
1
千
人
来
店
、
売
上
は
9
割
回
復

衣
料
・
化
粧
品
か
ら「
高
額
品
」に
シ
フ
ト　

鶴
屋
百
貨
店

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
傾
向

が
顕
著
に
変
わ
っ
た
こ
と
は

「
欧
米
豪
の
観
光
客
が
増
加

し
た
点
」と「
滞
在
日
数
が
長

期
化
し
た
点
」と
語
る
稲
吉

社
長
。
宿
泊
客
を
毎
朝
阿
蘇

駅
へ
送
迎
す
る
際
、
同
駅
か

ら
阿
蘇
山
上
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ

向
か
う
バ
ス
停
に
は
多
く
の

欧
米
豪
の
観
光
客
の
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
変

化
を
説
明
す
る
。

「
東
京
や
大
阪
な
ど
を
ひ

と
通
り
巡
り
、
都
会
で
は
な

く
自
然
を
好
ま
れ
る
方
が
２

～
３
泊
や
１
～
２
週
間
近
く

滞
在
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ

し
て
バ
ス
や
車
を
使
わ
ず
に

『
ハ
イ
キ
ン
グ
感
覚
』で
一
日

や
半
日
か
け
て
山
上
や
大
観

峰
ま
で
歩
き
、
阿
蘇
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
る
と
聞
く
。

私
た
ち
と
は
感
覚
が
違
う

が
、
そ
れ
が
本
来
の
観
光
の

あ
り
方
で
も
あ
る
と
思
う
の

で
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」

と
呟
く
。

た
だ
一
部
は
宿
泊
せ
ず
、

「
免
税
カ
ウ
ン
タ
ー
」を
持

つ
㈱
鶴
屋
百
貨
店（
熊
本
市

中
央
区
手
取
本
町
、
福
岡
哲

生
社
長
）に
も
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
回
復
状
況
や
購
買

の
変
化
を
聞
い
た
。

同
社
業
務
部
の
入
江
光

彦
広
報
担
当
長
は「
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
19
年
8
月
は
約

1200



人
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
来
店
し
て
い
た
が
、

21
年
8
月
は
20
人
と
激
減
。

そ
れ
が
今
年
8
月
に
は
約
1

千
人
が
来
店
し
、
売
上
も
9

割
近
く
ま
で
戻
っ
て
い
る
」

と
来
店
状
況
を
説
明
す
る
。

同
百
貨
店
の
免
税
カ
ウ
ン

熊
が
遅
れ
て
い
る
た
め
以
前

ほ
ど
突
出
し
て
い
な
い
が
、

今
年
6
月
か
ら
2
・
5
倍
に

伸
び
て
い
る
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
来
店
増
を
見
込
ん
で

い
る
。

ま
た
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
購
買
傾
向
も
大
き
く
変
容

し
て
い
る
と
」説
明
す
る
入

江
担
当
長
。「
以
前
は
衣
料

品
や
化
粧
品
な
ど
買
い
求
め

る
も
の
は
観
光
客
に
よ
っ
て

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
が
、
現
在

は
円
安
の
影
響
で
海
外
高
級

ブ
ラ
ン
ド
や
宝
飾
品
な
ど
の

『
高
額
品
』に
シ
フ
ト
す
る
動

▶
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ「
阿
蘇
神
社
」

そ
ば
の
門
前
町
商
店
街
、
多
く
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
が
来
訪

入江 光彦
㈱鶴屋百貨店
広報担当長

タ
ー
で
も
今
年
5
月

ま
で
は
1
日
平
均
10

組
だ
っ
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
が
6
月
以
降

は
30
組
以
上
に
増
加

し
て
い
る
と
い
う
。

国
別
で
の
今
年
8

月
の
来
店
客
数
を
見

る
と
、
台
湾
が
全
体

の
3
割
を
超
え
て
最

多
。
次
い
で
中
国
、

香
港
、韓
国
と
続
く
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
最

多
だ
っ
た
中
国
人
観

光
客
は
団
体
客
の
来
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エ
リ
ー
な
ど
台
湾
人
の
嗜
好

に
合
わ
せ
た
商
品
を
P
R

す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
。
熊
本

市
北
区
楠
1
丁
目
に
建
設
さ

れ
た
共
同
住
宅
に
住
む
半
導

体
関
連
企
業
の
従
業
員
や
協

力
企
業
な
ど
へ
配
布
し
、
来

店
増
を
狙
う
。

先
の
た
め
出
向
け
な
い
と
い

う
課
題
も
あ
っ
た
が
、
増
員

に
よ
り
通
訳
業
務
に
も
力
を

注
げ
、
売
上
に
も
貢
献
で
き

て
い
る
」と
入
江
担
当
長
は

増
員
の
効
果
を
語
る
。

同
百
貨
店
で
は
熊
本
県
民

へ
台
湾
の
こ
と
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
T
S
M
C
の

従
業
員
を
含
め
、
熊
本
在
住

の
台
湾
人
向
け
の
集
客
策
と

し
て
、
10
月
11
日
～
16
日
に

台
湾
の
食
品
や
雑
貨
な
ど
を

販
売
す
る「
台
湾
フ
ェ
ア
」を

本
館
６
階
催
事
場
で
初
め
て

開
催
す
る
。

ま
た
、
免
税
カ
ウ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
ス
ー
パ
ー

「
鶴
屋
フ
ー
デ
ィ
ワ
ン
」や
同

百
貨
店
で
取
り
扱
う
化
粧
品

や
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
、
ジ
ュ

航
空
大
手
の「
チ
ャ
イ
ナ
エ

ア
ラ
イ
ン
」も
熊
本
と
台
北

（
桃
園
国
際
空
港
）を
結
ぶ
国

際
定
期
便
を
就
航
。
蒲
島
知

事
は
今
年
1
月
に
熊
本
‐
台

北
線
の
定
期
便
就
航
を
求
め

て
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン

本
社
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

展
開
。そ
の
第
1
便
が
同
日
、

熊
本
空
港
に
到
着
し
た
。

同
社
も
予
約
の
好
調
を
受

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
経

て
、
熊
本
と
海
外
を
つ
な
ぐ

「
空
の
便
」も
続
々
と
運
航
を

開
始
し
、
今
月
は
台
湾
の
航

空
会
社
2
社
が
熊
本
―
台
北

間
に
国
際
定
期
便
を
開
設
し

て
い
る
。

9
月
1
日
は
台
湾
の
航
空

会
社
ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
航
空

（
台
北
市
）
が
熊
本
と
台
北

（
桃
園
国
際
空
港
）を
結
ぶ
初

の
国
際
定
期
路
線
の
就
航
を

開
始
。
く
ま
モ
ン
や
県
職
員

ら
が
、
歓
迎
の
横
断
幕
で
搭

乗
客
を
出
迎
え
た
。

同
日
、
熊
本
空
港
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
行
わ
れ
た
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
同
社
の
翟

健
華（
ザ
イ
・
ケ
ン
カ
）
最

高
経
営
責
任
者（
C
E
O
）

や
蒲
島
郁
夫
知
事
な
ど
が

参
加
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ザ

イ
C
E
O
は
10
月
末
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
週
5
便
を
週
7

便
に
増
便
す
る
こ
と
を
発
表

し
て
い
る
。

ま
た
、
9
月
18
日
は
台
湾

同
区
上
通
町
の
商
業
施
設

「
N
e
w
‐
S
」
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
店

「
ア
ル
ペ
ン
ア
ウ
ト
ド
ア
ー

ズ
熊
本
N
e
w
‐
S
店
」

で
扱
う
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン

物
を
し
、
大
分
で
温
泉
に
入

り
、
熊
本
で
く
ま
モ
ン
ス
ク

エ
ア
や
熊
本
城
を
訪
れ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
高
額
品

の
売
上
は
福
岡
の
百
貨
店
が

突
出
し
て
い
る
の
で
、
い
か

に
当
百
貨
店
に
来
て
お
買
い

求
め
い
た
だ
く
か
対
策
が
求

め
ら
れ
る
」と
入
江
担
当
長

は
見
つ
め
る
。

司
」や「
焼
肉
」、「
ラ
ー
メ
ン
」

な
ど
の
中
心
部
の
飲
食
店
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
な
ど
を

ま
と
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

に
案
内
す
る「
ガ
イ
ド
」と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

「
ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
対

応
に
感
銘
を
受
け『
あ
な
た

が
お
す
す
め
す
る
商
品
な
ら

何
で
も
買
う
』と
感
激
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。ま
た
、

以
前
は
売
場
か
ら
通
訳
の
要

請
を
受
け
て
も
免
税
業
務
優

ド
品
も
人
気
だ
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
主
と
せ
ず
、
同
百

貨
店
東
館
に
あ
る
、
テ
ト
リ

ア
く
ま
も
と
の「
く
ま
モ
ン

ス
ク
エ
ア
」を
訪
れ
た
合
間

や
つ
い
で
に
購
買
す
る
客
が

多
い
と
い
う
。

「
北
部
九
州
を
巡
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
は
福
岡
で
買
い

き
が
顕
著
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
比
べ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

客
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
一

人
あ
た
り
の
客
単
価
は
増
加

し
て
い
る
」と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
4
月
に

▲本館時計台下に台湾の大懸垂幕を堤げ、
中心市街地での歓迎ムードを演出している

▲同百貨店では「台湾フェア」を開催するほか、
「鶴屋フーディワン」や同百貨店で取り扱う化
粧品やアウトドア用品、ジュエリーなど台湾
人の嗜好に合わせた商品をＰＲするチラシを
作成している

▲同百貨店本館2階に位置する免税カウンターでは、今年4月から5人に増員し対応
にあたる。写真に映るのは顧客サービス部のスタッフ

▲9月1日、熊本空港に到着した台北市の「スター
ラックス航空」

▲9月18日に就航した「チャイナエアライン」から降りる台湾からの乗客

▲熊本市中央区手取本町の鶴屋百貨店

▲近隣店の免税も一手に引き受ける同カウンター。「ハヤ
カワスポーツや三国屋本店、同仁堂で買うインバウンド
客が多い」という

免
税
ス
タ
ッ
フ
増
員
、ガ
イ
ド
の
役
割
も

同
百
貨
店
の
免
税
カ
ウ
ン

タ
ー
で
は
百
貨
店
内
の
ほ

か
、
中
心
商
店
街「
ま
ち
な

か
」の
契
約
店
舗
で
購
入
し

た
商
品
の
免
税
に
も
対
応
。

こ
こ
最
近
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
回
復
を
受
け
、
免
税
カ

ウ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
を
今

年
4
月
か
ら
増
員
し
、
現
在

は
台
湾
出
身
3
人
、
中
国
・

マ
カ
オ
出
身
が
そ
れ
ぞ
れ
1

人
ず
つ
の
計
5
人
体
制
で
対

応
を
強
化
中
だ
。

免
税
対
応
時
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
か
ら「
お
す
す
め
の

飲
食
店
」や「
土
産
販
売
店
の

場
所
」な
ど
を
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
寿

け
て
今
年
12
月

か
ら
は
週
2
便

か
ら
週
4
便
に

増
便
す
る
こ
と

を
発
表
。
2
社

の
増
便
に
も
伴

い
週
11
便
と
な

る
予
定
だ
。

T
S
M
C

の
進
出
に
伴
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観

光
な
ど
で
熊
本

―
台
北
間
の
相

互
の
行
き
来
が

さ
ら
に
活
発
化

し
そ
う
だ
。

「
ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
」「
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
」開
設

2
航
空
会
社
が
熊
本
―
台
北
間
運
航　

12
月
か
ら「
週
11
便
」に
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アフターコロナで復活する「インバウンド」

は
」と
推
察
す
る
。

今
後
、
地
元
で
は
ど
の
よ

う
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
受

け
入
れ
る
方
策
を
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
中
村
次
長

は「
食
」に
目
を
向
け
、
中
で

も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
日
本

で
食
べ
る
お
す
す
め
の
日
本

食
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ベ
ス
ト

５
に
ラ
ー
メ
ン
や
寿
司
、
お

好
み
焼
き
の
ほ
か
に「
生
姜

で
い
た
姿
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。「反

対
に
欧
米
豪
の
方
々

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
巡
る

観
光
で
は
な
く
、
一
つ
の
場

所
に
滞
在
し
ゆ
っ
た
り
と
旅

を
楽
し
む
方
々
が
増
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ
ま
で
変
わ

る
も
の
な
の
か
と
驚
い
て
い

る
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
楽
し
み

方
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で

バ
ウ
ン
ド
の
受
け
皿
づ
く
り

の
ほ
か
、
地
元
住
民
な
ど
の

店
舗
利
用
増
や
地
域
づ
く
り

も
狙
う
。

中
華
料
理
店
や
喫
茶
店
な
ど

の
飲
食
店
が
多
種
多
様
な
生

姜
料
理
を
提
供
。
ア
ー
ケ
ー

ド
周
辺
を
周
遊
さ
せ
る
イ
ン

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
前
面
に
出

そ
う
と
考
え
た
」と
経
緯
を

語
る
。

こ
れ
を
受
け
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

つ
し
ろ
で
は
観
光
庁
の
補
助

金「
地
域
一
体
型
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

事
業
」を
活
用
し
、
生
姜
を

活
用
し
た
地
産
地
消
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
を
開
始
。

同
補
助
金
は
地
域
な
ら
で

は
の
食
を
楽
し
み
、
そ
の
背

景
に
あ
る
習
慣
・
伝
統
・
歴

史
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」推
進
の
た
め

の
取
り
組
み
や
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
を
見
据
え
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
付
加
価
値
の

高
い
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
や
コ

ン
テ
ン
ツ
、
食
体
験
造
成
な

ど
に
取
り
組
む
地
域
を
支
援

す
る
も
の
で
、
２３
年
度
は
１３

団
体
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
が
取
り

組
む
の
は「
地
元
産
生
姜
を

活
用
し
た
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」。「
生
姜
焼

き
の
聖
地
・
八
代
」を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
本
町
ア

ー
ケ
ー
ド
近
辺
に
点
在
す
る

寄
港
。
そ
の
後
も「
に
っ
ぽ

ん
丸
」（
４
月
６
日
）や「
コ
ス

タ
セ
レ
ー
ナ
」（
６
月
３
日
）、

「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
ベ
リ
ッ
シ
マ
」（
６

月
２７
日
）な
ど
、
の
国
内
外

の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
訪
れ

る
な
ど
徐
々
に
活
況
を
呈

し
、
９
月
２８
～
２９
日
に
は
ポ

ー
ト
を
整
備
し
た
ロ
イ
ヤ

ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
社
の「
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー
ズ
」や
郵
船
ク
ル
ー
ズ

㈱
の「
飛
鳥
Ⅱ
」が
寄
港
予
定

で
、
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

に
ぎ
わ
い
始
め
た
同
ポ
ー

ト
周
辺
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
時
に
地
元
の
高
校
生
に

よ
る
太
鼓
や
書
道
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
県
内
団
体

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
な
ど

の「
お
も
て
な
し
」を
展
開
。

同
市
の
観
光
振
興
団
体
・

一
般
社
団
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ

し
ろ（
八
代
市
本
町
１
丁
目
、

福
島
誠
治
代
表
理
事
）の
中

村
和
博
次
長
は「『
こ
の
よ
う

け
入
れ
に
は
前
向
き
で
歓
迎

も
し
て
い
る
が
、
今
後
も
積

極
的
に
誘
致
や
受
け
入
れ
を

進
め
て
い
く
上
で
は
日
常
的

な
受
け
入
れ
方
を
模
索
し
な

け
れ
ば
」と
見
つ
め
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
で
観
光
客
が

来
る
こ
と
を「
非
日
常
」で
は

な
く「
日
常
」に
し
て
い
く
た

め
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

持
場
で
日
常
的
に
受
け
入
れ

が
で
き
る「
観
光
構
築
」や
、

県
や
八
代
市
、
八
代
商
工
会

議
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
の
連
携
が
重
要
と
挙
げ

る
。

な
お
も
て
な
し
が
あ
る
の
は

八
代
だ
け
、自
慢
し
て
良
い
』

と
お
客
さ
ま
か
ら
お
褒
め
の

言
葉
も
か
け
ら
れ
、
八
代
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
」と
笑
顔
を
見

せ
る
一
方
で
、
も
て
な
す
側

の「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

へ
の
懸
念
を
示
す
。

「
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す

る
度
に
大
掛
か
り
な
お
も
て

な
し
を
し
て
い
る
と
各
所
で

負
荷
が
発
生
す
る
。
船
の
受

海
の
玄
関
口
・
八
代
港

（
八
代
市
新
港
町
）で
は
２
０

２
０
年
１０
月（
２
０
２
０
年

３
月
に
完
成
）、
国
土
交
通

省
と
県
、
米
国
船
社
の
ロ
イ

ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル

ー
ズ
が
県
有
地
約
８
ｈａ
に
ク

ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
拠
点

「
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
」を

整
備
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
受
け

入
れ
態
勢
を
万
全
と
さ
せ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外

国
船
籍
の
受
け
入
れ
が
長
ら

く
停
止
し
、
本
格
稼
働
が
遠

の
い
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
２
年
半
を
経
た

今
年
４
月
21
日
、
イ
ギ
リ

ス
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
船「
ク

イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」が

海
外
ク
ル
ー
ズ
船
と
し
て
初

▲クイーン・エリザベス寄港時に演奏をする秀岳館高校の雅太鼓
部。クルーズ客からの評価が高い一方、オーバーツーリズムを防
ぐため、日常的な受け入れ方の模索が課題とされる

▲6月27日にスイス船社の「MSCクルーズ」が運行する「MSCベリッシマ」がくま
モンポートに寄港

▲八代市本町1丁目の「くまナンステーション」内にあるDMOやつしろ

▲大きなくまモン像の前で写真撮影を楽しむ観光客

中村 和博
（一社）DMOやつしろ

次長

訪
日
客
向
け
の「
生
姜
メ
ニ
ュ
ー
」開
発

ア
レ
ン
ジ
も
許
容
、ス
イ
ー
ツ
も

「
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
」今
年
４
月
に
初
海
外
ク
ル
ー
ズ
船

日
常
的
に
受
け
入
れ
る“
観
光
構
築
”重
要
視　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ

（
し
ょ
う
が
）

焼
き
」
が
ラ

ン
ク
イ
ン
し

て
い
る
こ
と

に
着
目
。

「
熊
本
で

は
年
間
５
千

ト
ン
も
の
生

姜
が
生
産
さ

れ
、
そ
の
う

ち
の
４０
％
を

八
代
市
東
陽

町
が
占
め
て

い
る
。
地
元

産
の
食
材
を

使
い
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の

方
々
が
好
ま

れ
る
生
姜
焼

き
を
提
供
す

を
か
け
、
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
い
う
。

「
生
姜
の
ス
イ

ー
ツ
を
菓
子
店
に

お
願
い
す
る
な

ど
、
生
姜
焼
き
以

外
の
枝
葉
と
な
る

メ
ニ
ュ
ー
も
考
案

中
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
方
々
に『
八

代
に
寄
港
し
た
ら

生
姜
焼
き
を
食
べ

に
行
か
ね
ば
』と

印
象
付
け
る
ほ

か
、
ア
ー
ケ
ー
ド

前
の
よ
う
に
家
電
量

販
店
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
、“
爆
買
い
”

す
る
光
景
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ず
、
衣
料

品
や
日
用
雑
貨
な
ど

を
購
入
す
る『
普
通

の
観
光
客
』の
様
相

が
強
い
」と
説
明
す

る
。実

際
今
年
、
中
国

船
が
寄
港
し
た
際

も
、
同
市
建
馬
町
の

大
型
Ｓ
Ｃ「
ゆ
め
タ

ウ
ン
八
代
」に
訪
れ

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
は
隣
接
す
る
ヤ
マ
ダ
電

機
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ク
ロ
や

Ｇ
Ｕ
な
ど
へ
多
く
足
を
運
ん

コ
ロ
ナ
禍
で
ク
ル
ー
ズ
客

の
購
買
傾
向
も
変
化
が
見
ら

れ
て
い
る
。中
村
次
長
は「
以

現
在
は
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
か

ら
仕
入
れ
た
東
陽
町
産
の
生

姜
を
、
各
店
舗
へ
流
通
す
る

仕
組
み
を
構
築
中
。
基
本
の

生
姜
焼
き
レ
シ
ピ
を
ベ
ー
ス

に
各
々
の「
ア
レ
ン
ジ
」も
許

容
し
、
す
で
に
複
数
店
に
声

の
回
遊
に
も
一
役
買
え
れ

ば
」と
今
後
の
展
望
を
語
る

中
村
次
長
。

生
姜
焼
き
が
今
後
、
八
代

で
ど
の
よ
う
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
起
こ
す
か
が
注
目
さ
れ

る
。
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